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 2月3日の「節分」には、季節を分けるという意味があり、本来は立春・立夏・ 

立秋・立冬の前の日のことを指します。日本では、特に冬から春に変わる立春が 

「新しい1年の始まり」と重視されており、古くから豆まきをしたり、柊鰯（や 

いかがし）を飾ったりして、病気や災難を起こす“鬼（邪気）”を追い払い1年の 

無事や幸福を願う風習があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年２月は、国が定める「省エネルギー月間」です。私たちの生活は、電気やガス、ガソリンなどの

エネルギーによって支えられています。一方で、エネルギーを作る際に発生する二酸化炭素は、地球温

暖化の原因の一つと考えられており、エネルギーを効率よく使う「省エネルギー（省エネ）」を進めるこ

とは、地球温暖化の防止や環境を守ることにつながります。まずは身近な食生活から、省エネを心がけ

てみませんか？ 

 

２月の給食目標 

健康づくりを考えた 
食生活をしよう 

大豆をいったもの。豆まきに

使うほか、自分の年齢の数、 

または年齢の数＋１個食べて、

１年の幸福を願います。 

大豆の代わりに落花生を使う地

域もあります。 

 太巻きずし。その年の 

歳神様がいるとされる

“恵方”を向き、願い事 

を思い浮かべながら、 

無言で丸かじりします。 

よくかんで 

食べよう！ 

２０２６年の 

恵方は 

「南南東」 


